
希学園 第337回 公開テスト 小６ 算数 2020年６月14日実施 模範解答 制限時間50分

(ａ)１ 614 1.05 280

(回) (㎤) (通り)２ ５ 120 ８ 15
(㎝) (㎝) (㎠) (度)９ 17 70 45

％ (ｇ) ％３ 12.5 75 14

４ 2067 ３ ８

㎝ 倍 ㎝５ ６ 220 1.6

： ： ：６ ４ ３ ３ ５ ８ １

㎤ ㎠７ 6213 2208

(配点)

・ ；各５点×４ 他；各４点×20 ；完答



希学園 第337回 公開テスト 小６ 算数 2020年６月14日実施 解説 (２－１)

36° 18°

＝ ＝0.03㎢－2000㎡＝300ａ－20ａ＝280ａ１

32 → 16 → ８ → ４ → ２ → １ よって，５回。２
１回戦 ２回戦 ３回戦 準決勝 決勝

じゅん

３辺の長さをア，イ，ウとすると，ア×イ＝20，イ×ウ＝24，ア×ウ＝30

ア：ウ＝20：24＝５：６で，ア×ウ＝30より，ア＝５，ウ＝６，イ＝４。

よって，５×４×６＝120(㎤)

20÷７＝２あまり６より，７の倍数は２個か３個。

35は３の倍数ではないので，２個とわかる。(35－７)÷２＝14より，

７○○○○○○14○○○○○○21○○○○○○28の形。

よって，求める整数は８。

赤が２のとき；１通り，赤が３のとき；２通り，…，赤が６のとき；５通り

１＋２＋３＋４＋５＝15(通り)

大きい方の三角形は，右の図のように

小さい方の三角形３つ分の大きさ。

６÷２＝３(㎝) ３×３＝９(㎝)

左はし(●)から までを①㎝とすると，

から右はし(■)までは①＋14(㎝)となる。

ひもの長さは①＋①＋14＝②＋14(㎝)なので，

左はし(●)から までは，(②＋14＋20)÷２＝①＋17(㎝)となる。

よって， から までは，①＋17－①＝17(㎝)

※ ひも全体＝１ｍ，と決めて考えてもよい。

４＝２×２ 25＝５×５

よって，各辺の長さの比は右の図。

５＋２
25×２× ＝70(㎠)

５ 25㎠
４㎠

⑤

⑤②

25㎠

②

60°
60°

６㎝

３㎝

180×(10－２)＝1440(度)

1440÷10＝144(度)…正十角形の１つの内角

(180－144)÷２＝18(度)

(360－144×２)÷２＝36(度)

よって，右の図のようになる。

144－(18＋36)＝90(度)

(180－90)÷２＝45(度)

300×0.1＝30(ｇ)３
100×0.2＝20(ｇ)

(30＋20)÷(300＋100)＝0.125 → 12.5％

より，こさを12.5％にすればよい。

どちらの容器の中身も，右のてんびん法から

３：１の割合になるので，
わり

１
＝300× ＝75(ｇ)３＋１

容器Ａの中の食塩水はやりとりの後も300ｇのまま変わらない。

12－10＝２(％)こくなっているので，容器Ａの中の食塩は300×0.02＝６(ｇ)

ふえている。よって，容器Ｂの中の食塩は６ｇへっている。

容器Ｂの食塩水はやりとりの後も100ｇのまま変わらない。

６÷100×100＝６(％)うすくなるので，20－６＝14(％)になっている。

まず左，次に上優先で大きい数を入れていくとよい。４ ゆう

右の図は１つの例で，５と６は逆でもよい。

975＋864＋98＋76＋54＝2067

624＋7 ＋67＋2 ＋4 ＝1451＋ ×11＋ ×２＝1500

1500－1451＝49＝33＋16と考えて， ＝３， ＝８。

12.5％

３ ： １

１ ： ３
20％10％

９７５
８６４

６２４
７



希学園 第337回 公開テスト 小６ 算数 2020年６月14日実施 解説 (２－２)

右の図のように延長して，１辺の長さが５ えん

４＋11＋２＝17(㎝)の正三角形ＸＹＺを

つくる。

辺ＡＢ＝17－７－４＝６(㎝)

17×17＝289(倍)…正三角形ＸＹＺ

７×７＝49(倍)…正三角形ＸＡＦ

４×４＝16(倍)…正三角形ＢＹＣ

２×２＝４(倍)…正三角形ＥＤＺ

289－(49＋16＋４)＝220(倍)…六角形ＡＢＣＤＥＦ

220÷２＋４＝114(倍)…三角形ＦＧＺ

17－７－２＝８(㎝)…辺ＦＥ

８＋２＝10(㎝)…ＦＺ

114÷10＝11.4(㎝)…ＧＺ

11＋２－11.4＝1.6(㎝)

あつき君がＡ→Ｂに進む速さと，Ｂ→Ｃに進む速さの比は，６
１：(１－0.25)＝４：３

Ａ→ＢとＢ→Ｃにかかる時間が同じなので，距離の比も４：３となる。

あつき君がＣ→Ｂに進む速さと，Ｂ→Ａに進む速さの比は，

(１＋0.25)：１＝５：４

それぞれにかかる時間の比は，(３÷５)：(４÷４)＝３：５

より，かかる時間の比は右の表の あつき かずや
Ａ→Ｂ：Ｂ→Ｃ：和：Ｃ→Ｂ：Ｂ→Ａ

ようになる。右のダイヤグラムから，
１ ： １ ：２

あつき君はＡ→Ｂに０から４へ，か ８： ３ ： ５
４ ： ４ ：８： ３ ： ５

ずや君はＢ→Ａに３から８へ進むの

で，ＡＤ：ＤＢ＝８：１となる。

Ａ

Ｂ

０

４３

８

Ｄ

11㎝

４㎝ ２㎝

７㎝Ａ

Ｂ

Ｃ Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｘ

Ｙ Ｚ

図１の直方体の体積…20×20×12＝4800(㎤)７
１

図２の円すいの体積…10×10×π×24×π×─＝800×π(㎤)３

(24－12)÷24＝0.5より，共通部分は円すいの下半分のさらに右半分。

１ １ １ １
共通部分の体積…800×π×(１－─×─×─)×─＝350×π(㎤)

２ ２ ２ ２

4800＋800×π－350×π＝4800＋450×π＝6213(㎤)

図１の直方体の表面積…(20×20＋20×12×２)×２＝1760(㎠)

図２の円すいの表面積…26×10×π＋10×10×π＝360×π(㎠)

共通部分は右の図の網目部分で，円すい台を

半分にした形。

４つに分けて数える。

１ １
10×─＝５(㎝) 26×─＝13(㎝)２ ２

(26×10×π－13×５×π)÷２＝97.5×π(㎠)

５×５×π÷２＝12.5×π(㎠)

10×10×π÷２＝50×π(㎠)

(５×２＋20)×12÷２＝180(㎠)

共通部分の表面積…(97.5＋12.5＋50)×π＋180

＝160×π＋180(㎠)

1760＋360×π－(160×π＋180)＝1580＋200×π＝2208(㎠)

(配点) ・ ；各５点×４ 他；各４点×20 ；完答

13㎝

５㎝


